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1月の個人消費の景況感が 5カ月ぶりに悪化 
～2022年の家計消費支出は前年比 3.6％増を見込むも、2019年の水準に届かず～ 

情報統括部 
東京都新宿区四谷本塩町 14-3 

TEL:03-5919-9344 

https://www.tdb.co.jp 

景気動向オンライン https://www.tdb-di.com 

 

 

 

2021年 10～12月期の GDP速報によると、個人消費は前期比 2.7％増（年率 11.2％増）となりま

した。一方で、2022年 1月以降はオミクロン株を中心に新型コロナウイルス（以下、新型コロナ）

の感染者数の急増で、再び小売業や個人向けサービス業の景況感が大きく悪化してきました。 

そこで帝国データバンクは、家計支出の動向および 2022年の見通しについて分析しました。 

 

1. 個人消費関連の景況感が 5カ月ぶりに悪化、オミクロン株の感染拡大で個人向けサービスが大きく下押し 

帝国データバンク「TDB景気動向調査」で算出し

ている 2022年 1月の個人消費 DI1は 32.5となり、

5カ月ぶりに景況感が悪化しました。 

特に、オミクロン株の感染が拡大し人流抑制策が

一部地域で再び発出されたなかで、「旅館・ホテル」

や「飲食店」などを含む個人向けサービス業のほか、

外出機会の減少で婦人・子供服などアパレル小売の

景況感が大きく下押しする形となりました。 

 

・「新型コロナの感染拡大によるキャンセルの増加で、予約のない月日が多い」（旅館） 

・「在宅勤務の増加で社員食堂の食数が減少している。さらに歓送迎会などイベントの中止も追い 

打ちになっている」（一般食堂） 

・「百貨店を中心に展開しているが、目に見えて来店客数が減少した」（婦人・子供服小売） 

 

2. 名目家計消費支出、新型コロナショックで二極化傾向が顕著 

2021 年の名目家計消費支出は前年比

0.4％増と 2年ぶりに増加しました（総務省

「家計調査」）。自宅内消費に関連した冷凍

調理食品、マスクやガーゼを含む保健用消耗

品などは新型コロナ前の 2019年を大きく上

回っています。他方で、宿泊料やパック旅行

費、遊園地の入場料のほか、食事代や婦人服

などは大幅に減少した状況が続いています。 

 
1 個人消費 DIは、「小売業」および「個人向けサービス業」を総合した景気 DIで、個人消費関連全般
の景況感を示す指標となっている 

特別企画：家計消費支出の動向と 2022年の見通し 

個人消費 DIの推移 
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注：「個人消費DI」は、「小売業」および「個人向けサービス業」を総合した景気DI

出所：帝国データバンク「TDB景気動向調査」
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金額 増減率（％） 金額 増減率（％）
（円） 2020年比 2019年比 （円） 2020年比 2019年比

消費支出 3,348,287 0.4 -4.9
食料 952,812 -1.0 -1.3 保健医療 171,768 0.1 2.2

パスタ 1,289 -12.7 10.2 保健用消耗品 14,080 -17.4 49.7
生鮮肉 78,229 -2.1 9.4 交通・通信 477,338 -0.5 -9.2
冷凍調理食品 9,441 7.4 20.8 教育 142,854 15.7 3.6
チューハイ・カクテル 4,906 4.4 38.3 教養娯楽 303,027 1.1 -17.7
食事代 104,308 -1.6 -25.0 宿泊料 14,723 17.0 -45.1
飲酒代 4,776 -49.2 -76.0 パック旅行費 8,105 -36.0 -82.4

住居 220,051 5.5 7.2 映画・演劇等入場料 3,726 42.3 -47.0
光熱・水道 258,371 -1.4 -1.9 文化施設入場料 1,278 18.3 -47.1
家具・家事用品 145,207 -4.8 3.3 遊園地入場・乗物代 1,252 18.7 -60.1
被服及び履物 108,751 -1.2 -19.8 その他の消費支出 568,108 0.5 -6.9

婦人服 3,856 -6.4 -33.8 ファンデーション 1,880 -11.4 -32.3
口紅 526 -23.4 -50.5

出所：総務省「家計調査」（二人以上の世帯、総世帯）より帝国データバンク作成

家計消費支出（2021年） 
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3. 2022年の実質家計消費支出は前年比 3.6％増、サービス消費がけん引し 2年連続で増加すると予測 

実質家計消費支出について

TDBマクロ経済予測モデルでシ

ミュレーションを実施したと

ころ、2022年は 1～3月期がオ

ミクロン株の感染拡大にとも

ない前期比でマイナスの伸び

になるものの、4～6月期以降は

リベンジ消費や旺盛な自宅内

消費の継続などもありプラス

で推移すると見込まれます。そ

の結果、通年では前年比 3.6％

増の約 289 兆 9,060 億円とな

り、2年連続で増加すると予測しています。 

同モデルのシミュレーション結果を形態別にみると、耐久財消費は自動車の挽回生産にともな

う販売増などで前年比 3.8％増と見込まれます。半耐久財消費は衣服などで外出機会の増加もあり

同 4.1％増、非耐久財消費は活発な自宅内消費の継続で食料などが旺盛で同 1.9％増、サービス消

費は新規感染者数の落ち着きが期待されることから対面型サービス需要の拡大などにより同

4.4％増になると見込まれます。しかし金額面では、2022年に新型コロナ拡大前である 2019年の

水準を上回るのは非耐久財消費のみにとどまり、家計消費支出全体が新型コロナ拡大前の水準を

回復するのは 2023年になるとみられます。 

 

まとめ 

家計消費支出は需要項目で最大のウェイトを占めており、

その動向は経済活動に大きく影響します。2022年の家計消費

支出はサービス消費がけん引し 2 年連続で増加するとみられ

ますが、新型コロナウイルスの感染拡大前の水準（2019年）

に達するのは、2023年頃になると見込まれます。 

 

 

特別企画：家計消費支出の動向と 2022年の見通し 

実質家計消費支出の見通し 

注：図中の縦棒は金額（左軸）、折れ線は前年比伸び率（右軸） 

出所：内閣府「国民経済計算」。予測は帝国データバンク 
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